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コンパクトでネットワーク化された都市構造（岡山市第六次総合計画） 

１.１ 計画策定の目的 

近年、急激に進む少子高齢化への対応が、我が国全体の大きな課題となっています。岡山市に

ついても、2020 年をピークに人口が減少に転じ、その後 2045 年までに約 4 万人減少し、高

齢化率は33％に上昇することが予測されています。 

このような人口減少・高齢化社会の進行に伴い、中心市街地の活力やにぎわいの低下、公共交

通の衰退、空き家の増加など、本市ですでに起きている様々な問題が深刻化することが懸念され

ます。また、老朽化する公共施設の維持・管理費や、高齢化による社会保障費の増大など、財政

面でも厳しい状況が続くことが予想され、その中でこれらの問題に対応していく必要があります。 

このような認識のもと、2017 年に策定した「岡山市第六次総合計画」では、「コンパクトで

ネットワーク化された快適で多様なまちづくり」を都市づくりの基本方向として位置づけました。 

本計画は、岡山市の持続的な発展に向けて、「コンパクトでネットワーク化された都市構造」を

支える交通体系の将来像や、実現化方策と実施プログラムを示すことで、行政・事業者・市民等

がこれらを共有し、その実現に向けて協働で取組むために策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岡山市第六次総合計画（2017（平成29）年3月 岡山市） 
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計画の構成・期間 

第六次総合計画の全体像 

１.２ 上位計画とこれまでの交通計画 

岡山市第六次総合計画（上位計画） (1) 

岡山市第六次総合計画では、2016（平成28）年度から2025（平成37）年度までの10年

間を期間とする「長期構想」と、その実現に向けて、2020（平成 32）年度までの 5 年間にお

ける政策・施策の体系を明らかにし、具体的な施策展開の方向性を示す「前期中期計画」を策定

しています。 

将来の都市の形として、周辺地域に活力ある拠点が形成され、都心、地域の拠点、地域生活圏

内の各エリアがネットワークで結ばれ、さらには周辺市町や国内外の諸都市とも交流・連携を深

める「コンパクトでネットワーク化された都市づくり」を進めることとしています。また、日常

的なサービスは地域の拠点を中心に、より高次なサービスは都心で受けることができ、多様な人、

モノ、情報が活発に行き交い、市内の各地域間はもとより、周辺市町や他都市とも機能や役割を

補完し合いながら、ともに発展する都市の形成を目指すこととしています。 
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将来の都市の形 
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施策体系  
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基本理念 

将来ビジョン 

これまでの交通計画①：岡山市交通基本計画 (2) 

岡山市交通基本計画は、少子・高齢化や国際化・情報化の進展、価値観・ライフスタイルの多

様化、モータリゼーションの進展、地球環境や人へのやさしさへの社会的要請、効率的な公共投

資の必要性など、大きく変化している社会・経済的環境に対応するとともに、交通ネットワーク

の整備、自動車分担率の増大による交通渋滞の緩和、バスなど公共交通の利便性向上、自転車の

危険走行や放置の抑制、歩行の安全性・快適性の確保、中心市街地の活性化などの課題に対応す

るため、都市の活力や快適な生活を支える重要な都市基盤である交通施設を新たに構築していく

ことを目的として2001年に策定しています。 
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基本理念を支える５つの柱 
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都市交通戦略の目標 

これまでの交通計画②：岡山市都市交通戦略 (3) 

岡山市都市交通戦略は、2009年 4月の政令指定都市移行に先立ち、将来の目指す都市像を「水

と緑が魅せる心豊かな庭園都市」とする「岡山市都市ビジョン」を 2007 年 6 月に策定してお

り、この中で位置づけられた「人と環境にやさしい総合交通体系の構築」の実現を目指して、短

期・中期に戦略的に取組む交通施策を示すものとして2009年に策定しています。 
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岡山市が目指す交通のすがた 
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都心と地域拠点の連携軸の強化に向けた交通施策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 岡山市総合交通計画について 

11 

都心内の回遊性向上に向けた交通施策  
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事業プログラム  
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本計画の位置づけ 

１.３ 計画体系 

計画の位置づけ (1) 

本計画は、「岡山市第六次総合計画」を上位計画とする、交通分野に関する取組みの方針を定め

るものです。これまでの取組みとして、2001年に交通基本計画を定め、基本理念の中に、本市

が目指す交通将来像として、人と環境にやさしいヒューマニティあふれた交通体系の確立を位置

づけました。また、その後、2009年の都市交通戦略では、実行戦略として、都心内の回遊性向

上施策と都心と地域拠点との連携強化に向けた交通施策を定めました。本計画は、第六次総合計

画で示された「コンパクトでネットワーク化された快適で多様なまちづくり」という都市づくり

の基本方向を踏まえた上で、これらの計画を更新・拡充したものです。 

計画の推進にあたっては、都市空間づくりの指針である岡山市都市計画マスタープランや策定

予定の立地適正化計画、岡山連携中枢都市圏構想、岡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略、そ

の他中心市街地活性化基本計画や、医療・福祉、観光、防災に関する計画など、各分野の取組み

とも連携・整合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間 (2) 

本計画の計画期間は、初年度を2018年とし、2027年を目標年度とする10年間とします。 

 

 

対象区域 (3) 

本計画の対象区域は、岡山市全域とします。 
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